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HLA のうち，子供に遺伝しなかった HLA を，非遺伝
母由来 HLA 抗原（Non-Inherited Maternal Antigens；
NIMA），父親の HLA のうち，子供に遺伝した HLA 
を，遺伝父由来 HLA 抗 原（Inherited Paternal 
Antigens；IPA）と呼ぶ．例えば，子ａ/ｃからみて，















植から，不適合 HLA が NIMA である場合は生着率が
高いことが報告された3)．さらに，van Rood らは，
HLA 不適合同胞をドナーとする骨髄移植を後方視的




























の報告は，Zhang と Miller が1994年に発表した F1xP 































































GVHD を抑制する NIMA モデルはなかった．われわ













とに，可溶性同種 MHC クラスⅠ分子も，Treg を活
性化し，移植寛容を導きうるという報告もある20)．こ











Treg の存在が示されている21,22)．抗原特異的 Treg の
出現には，Ｔ細胞減少環境で ILﾝ２存在下に抗原を曝
露することが必要とされており23)，HSCT 後の高度の
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